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菅
首
相
は
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
に
よ
っ

て
、
国
と
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
の
統
一
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
よ
る
各
種
給

付
の
迅
速
化
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
行
政
手

続
き
を
進
め
る
と
と
も

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

規
制
緩
和
な
ど
を
実
現
す

る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

1
9
7
7
年
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
導
入
時
で
は
、

初
診
は
対
面
診
療
と
す
る
こ
と
を
条
件

に
、
離
島
や
過
疎
地
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
2
0
1
5
年
に
は
限
定
が

解
除
さ
れ
、
2
0
1
7
年
に
は
「
自
ら
診

察
し
な
い
で
治
療
を
し
」
て
は
な
ら
な
い

と
規
定
し
た
医
師
法
第
20
条
に
抵
触
し
な

い
と
の
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
4
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め

の
時
限
的
な
特
例
措
置
と
し
て
、
初
診
か

ら
の
利
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
菅
首
相

は
こ
れ
を
規
制
緩
和
し
て
恒
久
化
に
向
け

た
制
度
設
計
を
本
格
化
さ
せ
る
構
え
で

す
。日

本
医
師
会
の
中
川
会
長
は
「
初
診
で

初
め
て
会
っ
た
医
師
と
患
者
が
、
い
き
な

り
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
な
う
こ
と
は
、

非
常
に
不
安
と
い
う
の
が
共
通
認
識
だ
」

と
述
べ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
恒
久
化
に

は
、か
か
り
つ
け
の
医
者
が
関
わ
る
な
ど
、

医
者
と
患
者
に
面
識
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
す
べ
き
だ
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
は
対
面
す
る
必
要

が
な
い
た
め
、
患
者
や
医
療
関
係
者
の
感

染
予
防
対
策
と
し
て
は
非
常
に
効
果
的

で
、
患
者
に
と
っ
て
も
通
院
す
る
負
担
が

無
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
検
査
や
触
診
が
で
き
な
い
た
め
、

画
面
を
通
し
て
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
難

し
い
症
状
を
見
落
と
し
た
り
す
る
な
ど
の

リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
「
デ
ジ
タ
ル
化
あ

り
き
」
で
は
、
将
来
的
に
医
療
施
設
の
縮

小
に
も
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
患

者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
検
討
す

べ
き
で
す
。

10
月
13
日
、国
会
議
員
会
館
で
、

首
都
圏
4
組
合
（
東
京
土
建
、
神

奈
川
県
連
、
千
葉
土
建
、
埼
玉
土

建
）
は
中
小
企
業
庁
に
対
し
持
続

化
給
付
金
、
家
賃
支
援
給
付
金
の

制
度
運
用
改
善
に
向
け
た
緊
急
要

請
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
組
合

か
ら
は
29
人
が
参
加
し
、
中
小
企

業
庁
か
ら
は
長
官
官
房
・
総
務
課

課
長
補
佐
2
人
ほ
か
が
対
応
し
ま

し
た
。

事
前
に
届
け
た
要
請
書
の
内
容

に
つ
い
て
、
中
小
企
業
庁
の
持
続

化
給
付
金
、
家
賃
支
援
給
付
金
の

各
担
当
が
回
答
し
ま
し
た
。

組
合
か
ら
の
参
加
者
か
ら
は
持

続
化
給
付
金
で
は
「
9
月
8
日
に

申
請
し
た
ケ
ー
ス
に
不
備
メ
ー
ル

も
来
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
、
危
機

感
を
も
っ
て
対
処
し
て
も
ら
い
た

い
」
「
一
人
親
方
の
場
合
、
開
業

届
な
ど
は
ほ
ぼ
出
さ
な
い
。
公
的

書
類
で
す
べ
て
固
め
る
の
は
無
理

が
あ
る
。
確
認
書
類
の
緩
和
を
求

め
る
」、ま
た
家
賃
支
援
給
付
金
で

は
「
大
家
か
ら
書
類
を
取
り
寄
せ

る
な
ど
、
申
請
準
備
に
時
間
を
要

す
る
。1
月
15
日
の
期
限
延
長
を
」

な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
を
務
め
た
東
京
土
建
の
中

宿
書
記
次
長
は
「
今
日
出
さ
れ
た

要
望
を
中
小
企
業
庁
で
よ
く
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

中小企業庁の担当者（左）に要請書を渡す
組合の代表。右端が渡辺東京土建副委員長

10
月
20
日
、
国
会
議
員
会
館
で

建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
の
行
動
と
し

て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
国
民
生
活
と
建
設
中

小
零
細
事
業
者
の
経
営
を
守
る
た

め
に
具
体
的
な
対
策
を
求
め
る
要

請
署
名
」
の
提
出
行
動
を
首
都
圏

建
設
4
組
合
（
東
京
土
建
、
埼
玉

土
建
、
千
葉
土
建
、
神
奈
川
県
連
）

と
国
交
労
組
、
建
交
労
の
6
組
合

で
行
な
い
ま
し
た
。
行
動
に
は
各

組
合
か
ら
役
員
31
人
が
参
加
し
、

京
都
、
福
岡
、
熊
本
の
仲
間
の
協

力
分
も
合
わ
せ
9
万
4
2
5
7
筆

を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

渡
辺
義
久
東
京
土
建
副
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
に
、
参
加
組
合

の
役
員
が
各
々
切
実
な
要
請
内
容

を
訴
え
ま
し
た
。
繁
本
護
（
自
民

・
衆
）、
小
田
原
潔（
自
民
・
衆
）、

篠
原
豪
（
立
民
・
衆
）
、
後
藤
祐

一
（
立
民
・
衆
）
、
宮
本
徹
（
共

産
・
衆
）
、
畑
野
君
枝
（
共
産
・

衆
）、
福
島
瑞
穂（
社
民
・
参
）、

初
鹿
明
博
（
無
所
属
・
衆
）
の
8

人
の
国
会
議
員
が
「
皆
さ
ん
の
要

望
に
応
え
た
い
」
と
い
う
趣
旨
の

発
言
を
し
、
各
組
合
の
代
表
の
役

員
が
署
名
を
手
渡
し
ま
し
た
。

6
、
7
月
に
行
な
っ
た
緊
急
署

名
の
提
出
行
動
の
際
に
は
、
野
党

2
党
の
議
員
の
参
加
で
し
た
が
、

今
回
は
与
党
も
含
む
4
党
と
無
所

属
の
議
員
が
、
私
た
ち
の
要
望
に

応
え
る
と
い
う
広
が
り
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

署名を出席議員に手渡す
（千葉土建教宣部提供）

全
建
総

連
第
61
回

定
期
大
会

は
コ
ロ
ナ

感
染
防
止

の
た
め
に

リ
モ
ー
ト

開
催
と
な

り
ま
し

た
。
10
月

14
日
、
け

ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
東
京

が
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場

で
、
東
京
の
代
議
員
、
東
京
土

建
の
役
員
が
集
ま
り
、
総
連
本

部
か
ら
送
ら
れ
た
画
像
を
見
な

が
ら
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

議
長
に
東
京
土
建
の
檜
山
剛

志
常
任
中
執
ら
が
選
出
さ
れ
、

議
事
が
進
行
。
勝
野
圭
司
書
記

長
が
経
過
報
告
と
新
年
度
方
針

を
提
案
。
「
賃
金
・
単
価
引
上

げ
、
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組

み
」
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
普
及
推
進
」
「
建

設
国
保
の
育
成
強
化
を
求
め
る

運
動
」「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

勝
利
」「
65
万
人
組
織
を
め
ざ
す

取
り
組
み
」
な
ど
を
強
調
し
ま

し
た
。
事
前
の
文
書
質
問
と
回

答
、
当
日
で
の
一
定
の
討
議
を

受
け
、
予
算
案
と
と
も
に
方
針

案
は
各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
か
ら

の
合
図
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
委
員
長
に
中
西
孝
司
さ
ん

（
香
川
建
労
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
四
役
・
専
従
中
執

の
東
京
土
建
の
関
係
で
は
松
丸

一
雄
副
委
員
長
、
徳
森
岳
男
専

従
常
任
が
退
き
、
中
村
隆
幸
副

委
員
長
、奈
良
統
一
書
記
次
長
、

松
尾
慎
一
郎
専
従
常
任
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

10
月
16
日
、
東
京
土
建
も
加
わ

る
建
設
首
都
圏
共
闘
で
大
手
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
要
請
行
動
を
行
な
い
、

7
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
松
本
久
人
副
委
員

長
（
建
設
首
都
圏
共
闘
議
長
）
、

小
坂
剛
常
任
中
執
、
中
村
修
一
専

従
常
任
中
執
は
住
友
不
動
産
（
以

下
、
住
友
）
を
担
当
、
住
友
か
ら

は
小
倉
孝
二
総
務
部
長
代
理
、
総

務
課
の
源
学
氏
が
応
対
、
6
つ
の

要
請
事
項
の
中
で
特
に
「
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
」
「
働
き

方
改
革
の
中
で
の
著
し
く
短
い
工

期
の
見
直
し
」を
強
調
し
ま
し
た
。

住
友
は
「
工
期
短
縮
が
起
き
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
い
る
。

ま
た
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
建
設
業
界
で

は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
促
進
し
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
、
住
友
の
発
注
部
門

で
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
」
、
コ
ロ
ナ
に
つ

い
て
は
「
現
場
で
の
大
き
な
感
染

例
は
な
い
が
、
社
内
で
の
感
染
事

例
で
、
発
生
す
る
と
影
響
が
さ
ざ

波
の
よ
う
に
広
が
り
、
仕
事
に
支

障
が
出
る
こ
と
は
痛
感
し
て
い

る
。
感
染
防
止
を
徹
底
し
た
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

宣伝カーから訴える都連役員ら。
右端は齋藤常任

10
月
19
日
、
全
建
総
連
東
京
都

連
で
、
消
費
税
増
税
阻
止
の
宣
伝

行
動
を
新
宿
駅
西
口
で
行
な
い
、

冷
た
い
雨
の
降
る
中
、
7
組
合
27

人
（
東
京
土
建
は
15
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

通
行
人
に
宣
伝
チ
ラ
シ
の
入
っ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
渡
し
な
が
ら
、

宣
伝
カ
ー
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
実

施
。
齋
藤
誠
都
連
執
行
委
員
（
東

京
土
建
常
任
中
執
）
が
司
会
を
担

当
し
、
4
人
が
訴
え
ま
し
た
。

菅
原
良
和
都
連
委
員
長
は
「
コ

ロ
ナ
対
策
は
赤
字
国
債
の
発
行
で

行
な
わ
れ
て
い
る
。
財
政
立
て
直

し
な
ど
の
た
め
に
、
ど
こ
に
財
源

を
求
め
る
か
は
重
大
な
問
題
。
無

駄
な
歳
出
を
削
減
し
、
株
の
配
当

な
ど
に
対
す
る
富
裕
層
へ
の
優
遇

を
や
め
る
べ
き
。
生
活
者
本
位
の

税
制
に
改
め
る
こ
と
が
財
政
健
全

化
の
唯
一
の
方
法
。
消
費
税
増
税

な
ど
大
衆
増
税
に
は
断
固
反
対
す

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
西

雅
史
全
建
総
連
税
対
部
長
は
「
消

費
税
の
負
担
は
も
う
限
界
。
応
能

負
担
原
則
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
た

消
費
税
の
増
税
に
は
こ
れ
か
ら
も

反
対
し
て
い
く
」
な
ど
と
述
べ
ま

し
た
。

求

人

給
付
金
で
中
小
企
業
庁
に
要
請

東京土建の檜山常任が議長
新委員長に中西氏

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を

自
・
立
・
共
・
社
の
議
員
が
出
席

総
連
大
会

コ
ロ
ナ
署
名
手
渡
す

デ
ベ
・
住
友
不
動
産
と
懇
談

短
工
期
は
見
直
し
を

大衆増税許さない
雨ニモマケズ新宿駅宣

医
療
は
安
全
を
最
優
先
に


